
参
議
院
議
員
山
谷
え
り
子
君
提
出
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に

つ
い
て

御
指
摘
の

「サ
ー
バ
リ
ツ
ク
ス
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
五
二
型
及
び
五
人
型
に
対
す
る
予
防
効
果
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
」
と
い
う
こ

と
の
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
サ
ー
バ
リ
ツ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス

（以
下

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
」

と
い
う
。
）
の
五
十
二
型
及
び
五
十
人
型
の
感
染
に
起
因
す
る
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
で
は
な
く
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
十
六
型
及
び
十

八
型
の
感
染
に
起
因
す
る
子
宮
頸
が
ん

（扁
平
上
皮
細
胞
が
ん
及
び
腺
が
ん
）
及
び
そ
の
前
駆
病
変

（子
宮
頸
部
上
皮
内
腫

瘍

（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
）
二
及
び
三
）
の
予
防
を
効
能

・
効
果
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
薬
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
十
四
条
の
承
認

（以
下

「製
造
販
売
の
承
認
」
と
い
う
。
）
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

二
に

つ
い
て

子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
分
科
会
予
防
接
種
部
会
が
平
成
二
十
四
年
五
月
二

十
二
日
に
取
り
ま
と
め
た

「予
防
接
種
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て

（第
二
次
提
言
）
」
で
、
平
成
二
十
五
年
度
以
降
も
円
滑

な
接
種
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク



チ
ン
の
接
種
を
予
防
接
種
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
人
号
）
に
よ
る
定
期
の
予
防
接
種
に
位
置
付
け
る
こ
と
等
を
内

容
と
す
る
同
法
の
改
正
案
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
国
会
に
提
出
で
き
る
よ
う
、
検
討
や
市
町
村

（特
別
区
を
含
む
。
）
等
と

の
調
整
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
二
十
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
女
性
千
四
十
例
を
対
象
と
し
た
臨
床
試

験
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
十
六
型
及
び
十
人
型
の
六
か
月
間
の
持
続
感
染
の
予
防
に

つ
い
て
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
海
外
の

十
五
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
女
性

一
万
人
千
六
百
六
十
五
例
を
対
象
と
し
た
臨
床
試
験
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
十
六
型
及
び
十
人
型

の
感
染
に
起
因
す
る
子
官
頸
部
上
皮
内
腫
瘍
の
前
駆
病
変
等
の
予
防
に
つ
い
て
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
十
六
型
及
び
十
人
型
の
感
染
に
起
因
す
る
子
宮
頸
が
ん

（扁
平
上
皮
細
胞
が
ん
及
び
腺
が
ん
）
及
び
そ
の
前
駆
病
変

（子
宮
頸
部
上
皮
内
腫
瘍

（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
）
二
及
び
三
）
の
予
防
を
効
能

・
効
果
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
製
造
販
売
の
承
認

を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
に
発
現
し
た
失
神
の
原
因
は
、
ワ
ク
チ
ン
そ
の
も
の
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
注

射
と
い
う
行
為
に
よ
る
痛
み
、
恐
怖
、
興
奮
な
ど
に
引
き
続
く
血
管
迷
走
神
経
反
射
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省



と
し
て
は
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
に
発
現
し
た
失
神
に

つ
い
て
も
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
反
応
と
し
て
接
種

医
等
に
対
し
て
報
告
を
求
め
て
お
り
、
収
集
、
評
価
し
た
情
報
を
基
に
医
療
関
係
者
に
対
す
る
注
意
喚
起
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
に
ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー
の
発
現
が
疑
わ
れ
た
症
例
は
、
こ
れ
ま
で
に
サ
ー

バ
リ
ツ
ク
ス
の
接
種
後
で
五
十
二
例
が
、
ガ
ー
ダ
シ
ル
の
接
種
後
で
二
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

う
ち
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日
に
開
催
し
た
平
成
二
十
四
年
度
第

一
回
薬
事

・
食
品
衛
生
審
議
会
医
薬
品
等
安
全
対

策
部
会
安
全
対
策
調
査
会
及
び
同
省
の
第

一
回
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
後
副
反
応
検
討
会

（合
同
開
催
）
に
お

い
て
、
専
門
家
に
よ
リ
ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー
と
評
価
さ
れ
た
症
例
は
、
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
の
接
種
後
の
九
例
で
十
万
人
に
約

〇

・
二
人
の
頻
度
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
つ
い
て
重
大
な
懸
念
は
認
め
ら
れ
な
い
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
必

ず
し
も
お
尋
ね
の
よ
う
に
危
険
性
が
高
い
と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

サ
ー
バ
リ
ツ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
二
に

つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
十
六
型
及
び
十
人
型
の
感
染
に
起
因

す
る
子
官
頸
部
上
皮
内
腫
瘍
の
前
駆
病
変
等
の
予
防
に

つ
い
て
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
十
六
型

及
び
十
人
型
の
感
染
に
起
因
す
る
子
宮
頸
が
ん

（扁
平
上
皮
細
胞
が
ん
及
び
腺
が
ん
）
及
び
そ
の
前
駆
病
変

（子
官
頸
部
上



皮
内
腫
瘍

（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
）
二
及
び
三
）
の
予
防
を
効
能

・
効
果
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
製
造
販
売
の
承
認
を
与
え
た
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
サ
ー
バ
リ
ツ
ク
ス
の
予
防
効
果
の
持
続
期
間
は
確
立
し
て
い
な
い
が
、
海
外
の
十
五
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
女

性
四
百
三
十
七
例
を
対
象
と
し
た
臨
床
試
験
に
よ
る
と
、
平
均
追
跡
期
間
約
人

・
九
年
の
時
点
で
は
、
そ
の
予
防
効
果
は
最

長
九

・
四
年
間
持
続
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
サ
ー
バ
リ
ツ
ク
ス
の
安
全
性
に

つ
い
て
は
、
そ
の
副
反
応
と
し
て
、
注
射
部
位
の
疼
痛
、
発
赤
等

の
ほ
か
、
全
身

性
の
症
状
と
し
て
、
疲
労
、
筋
痛
、
頭
痛
、
胃
腸
症
状

（嘔
吐
、
下
痢
等
）
、
関
節
痛
、
発
疹
、
発
熱
等
が
あ
り
、
ま
れ
に
、

シ
ョ
ッ
ク
、
ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー
様
症
状
、
失
神

・
血
管
迷
走
神
経
反
射
等
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、

「が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」

（平
成
二
十
四
年
六
丹
八
日
閣
議
決
定
）

を
受
け
て
、
子
宮
頸
が
ん
の
リ
ス
ク
も
含
め
、
健
康
教
育
全
体
の
中
で
の

「が
ん
」
教
育
や
啓
発
活
動
を
ど
の
よ
う
に
す
ベ

き
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。



質
問
第

一
九
七
号

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
質
問
主
意
書

右
の
質
問
主
意
書
を
国
会
法
第
七
十
四
条
に
よ

っ
て
提
出
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

参

議

院

議

長

平

田

健

二

殿

山

谷

え

り

子



子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
質
問
主
意
書

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一　
百
種
類
以
上
あ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
マ
ー
ウ
イ
ル
ス

（Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
う
ち
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
ハ
イ
リ
ス
ク
型
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
は
十
数
種
類
あ
る
。
グ
ラ
ク
ソ

・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
株
式
会
社
の
情
報
に
よ
る
と
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

「サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
」
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

一
六
型
及
び

一
八
型
に
対
し
て
有
効
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
人
の
子
宮
頸
が
ん
患
者

に
お
い
て
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
五
二
型
及
び
五
八
型
の
検
出
率
が
比
較
的
多
く
、
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
五
二
型
及
び
五
八
型
に

対
す
る
予
防
効
果
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
み
ら
れ
る
。
予
防
効
果
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
低
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

一
一　
平
成
二
十

一
年
八
月
二
十

一
日
の
薬
事

・
食
品
衛
生
審
議
会
医
薬
品
第
二
部
会
資
料
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
の
有

効
性
に
つ
い
て
の
日
本
国
内
で
の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
子
宮
頸
が
ん
の
病
変
予
防
デ
ー
タ
は

「国
内
臨
床
試
験
の
実

施
が
困
難
」
と
い
う
だ
け
で
、
海
外
の
試
験
成
績
を
も
っ
て

「本
剤
の
有
効
性
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
三
日
に
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
予
防
接
種
法
に
基
づ

く
公
的
な
予
防
接
種
に
加
え
る
方
針
を
決
め
、
来
年
度
か
ら
制
度
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
決
定
の
根
拠
を
示
さ

一



二

れ
た
い
。

〓
一　
厚
生
労
働
省
は
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
七
日
、
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
後
に
、
失
神
を
起
こ

し
た
り
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
く
な
っ
た
り
し
た
女
性
が
今
年
三
月
末
ま
で
で
八
百
十
二
人
報
告
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
八

百
十
二
人
の
う
ち
意
識
を
失
う
失
神
状
態
に
な

っ
た
人
は
五
百
六
十
七
人
、
さ
ら
に
転
倒
し
て
歯
や
鼻
の
骨
が
折
れ
た
人
が

五
十

一
人
い
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
で
は
な
く
、
筋
肉
注
射
の
痛
み
や
恐
怖
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
と

い
う
が
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
水
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
細
菌
成
分
の
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
は
注
射
部
位
の
痛

み
、
全
身
反
応
が
強
い
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
作
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
初
回
、
二
か
月
後
、
六
か
月
後
と
六
か
月
間
で
三

回
接
種
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ツ
ク
を
起
こ
す
危
険
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
併
せ
て
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

四
　
サ
ー
バ
リ
ツ
ク
ス
の
説
明
書
に
は
、

「本
剤
の
予
防
効
果
の
持
続
期
間
は
確
立
し
て
い
な
い
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
メ
ー
カ
ー
側
も
副
作
用
の
検
証
が
不
十
分
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
及
び
安
全
性
に
つ
い
て
、
政

府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。



五
　
子
宮
頸
が
ん
の
増
加
の
主
因
は
、
性
交
渉
年
齢
の
若
年
化
と
複
数
の
相
手
と
の
性
交
渉
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
る
。
接
種

者
や
保
護
者
に
こ
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持

っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
こ
の
情
報
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
啓
発
活
動
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。




